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■昨年新たに成人に達した人口（今年1月1日現

在20歳の人口）は121万人で、前年と比べ5万

人の減少となっています。最近のピークは平成6年

（1994年）の207万人ですが、それ以降はほぼ

一貫して減少しています。 

■新成人は、今後も一貫して減少し、平成37年

（2025年）には106万人まで減少する見込みで

す。 

アベノミクスでは少子化対策は重要な施策の一つとし

て、新3本の矢のひとつになっています。第二次ベ

ビーブーム世代（1971～74年生）の子供達が親

になる年齢に今後差しかかってくるため、対策を打つに

は良いタイミングと思われます。保育施設の拡充、幼

児教育の無償化などで、出生率を現在の1.4から

1.8に引き上げる具体的な目標を掲げています。 

■アベノミクスの少子化対策に期待 

■1月1日現在における申年生まれの人口は991万人で総人口1億2,683万人に占める割合は7.8％となっ

ています。十二支の中で最も多いのが丑（うし）年生まれで1,111万人、最も少ないのが酉（とり）年で

952万人となっています。申年生まれは11番目となっています。 

■申年生まれの人口を出生年別に見ると、昭和43年生まれ（今年48歳になる人）が182万人と最も多く、

それより若くなるほど減少しており、少子高齢化の人口構成がうかがえます。 

申年生まれは991万人で十二支中11番目 
申年では今年48歳になる人が最も多く、次いで72歳 

少子化対策は喫緊の課題、申年の株式相場は“騒ぐ” 

「新成人」は121万人 
今後は減少トレンドが続く 

株式相場の格言で、「申酉（さるとり）騒ぐ」というも

のがあります。“騒ぐ”は相場変動が大きいという意味で

す。前回申年の04年は年間では8%（日経平均株

価）の上昇でしたが、トレンド転換の多い慌ただしい

年でした。前々回の92年はバブル崩壊で26%(同)

の下落でした。今年は年始から荒っぽい値動きのス

タートですが、年間では上昇を期待したいものです。 

■申年と株式相場 

総務省は国勢調査の結果やその他の人口関連統計から、毎年1月1日時点の「新成人」と「十二
支別（今年は申年）」の人口を推計して発表しています。「新成人」は前年の1月から12月に20歳
を迎えた人です。この統計は1968年（昭和43年）に始まり今年で49年目となります。 

 「申（さる）年生まれ」と「新成人」（日本） 
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